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製品名
① オイルクリーン
② オイルクリーンM

③ オイルクリーンE

成分名 使用量（例）
微生物製剤
活性化剤
栄養剤

0.8Kg/日

0.3Kg/日

0.2Kg/日

■ 油脂排水処理システムのフロー図

原水槽 流量調整槽 凝集反応槽

凝集剤

沈殿槽
活性汚泥槽
（有機物分散） 放流

汚泥貯蓄槽 産業廃棄物処理

油脂含有廃水

浮上汚泥回収槽

加圧浮上分離槽

従来のフロー

本システムのフロー

食品加工 工場など

凝集剤

返送汚泥

加圧浮上分離装置による
物理的除去

原水槽 油分解槽 沈殿槽
活性汚泥槽
（有機物分散） 放流

汚泥貯蓄槽 産業廃棄物処理

油脂含有廃水

食品加工 工場など

微生物製剤

返送汚泥

油脂分解微生物による分解除去

コストの削減 作業負担の低減

設備の簡略化 悪臭の低減

日産化学の新規バイオ製剤システム

廃水処理状況（大手食品会社の例）

● ランニングコスト（大手食品会社の例）
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処理前 8時間後 24時間後 1週間後 2週間後

産業廃棄物削減

悪 臭

悪 臭

加圧浮上分離装置 本システム

約50%減油性浮上汚泥
処分費

+
薬剤費

（凝集剤等）
+

電気代
+

余剰汚泥
処分費

薬剤費
（微生物製剤）

+
電気代

（曝気ブロワ）
+

余剰汚泥
処分費




